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今
年
７
月
、
千
葉
県
南
房
総
市
で

小
・
中
学
校
の
校
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
受
け
、
被
害
に
遭
っ
た
。
本
市
の

学
校
現
場
で
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
耐
え
得
る
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

学
校
で
個
人
情
報
を
扱
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス

を
遮
断
し
、定
期
的
に
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
他
、
教
職
員
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
て
い
る
。

（
教
育
長
）

地
域
の
交
流
事
業
の
促
進
と

　

空
き
校
舎
の
利
活
用

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

‌　
　

市
民
の
思
い
を
支
援
す
れ
ば
、
大

き
な
地
域
力
と
な
り
、
活
性
化
に
結
び

付
く
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

て
い
た
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

支
援
は
多
面
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る

た
め
、
地
域
活
動
補
助
金
を
幅
広
く
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
年
度
は
地
域
の
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
等
用
具
整
備
補
助
事
業
に
よ
り
、
再

開
準
備
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
既
存
の
補
助
制
度
の
活
用
も

含
め
、
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

秋
葉
区
の
満
日
小
学
校
は
、
平
成

29
年
３
月
に
閉
校
し
、
校
舎
の
一
部
を

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
活
用

し
て
い
る
他
は
全
体
の
利
活
用
が
進
ん

で
い
な
い
。
学
校
と
し
て
使
わ
な
く

な
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
未
来
に

つ
な
ぐ
活
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　

今
後
は
地
域
の
方
々
と
意
見
交
換

す
る
と
と
も
に
、
利
用
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
も
努
め
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
利
活
用
を
進
め
る
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
等
補
助
制
度
と

　

葛
塚
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
狭
あ
い
化

風
間　

ル
ミ
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

新
た
な
新
潟
県
地
震
被
害
想
定
調

査
結
果
で
は
、
西
区
と
西
蒲
区
に
大
き

な
被
害
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
住

宅
の
耐
震
化
は
被
害
を
大
幅
に
減
ら
す

効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
超
過
に

よ
り
本
年
度
の
受
付
を
終
了
し
た
新
潟

市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
等
補
助
制

度
の
予
算
を
拡
充
し
、
耐
震
化
を
促
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
か
ら
一
定
規
模
以
下
の
耐

震
診
断
を
全
て
無
料
と
す
る
な
ど
、
補

助
制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
お
り
、
支
援

に
必
要
な
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

●一定規模以下の耐震診断
　昭和56年５月31日以前に建
築された、個人所有、２階建
て以下、延べ面積500㎡以下の
木造戸建て住宅に対して、耐
震診断士派遣費用の一部を助
成している。
　280㎡以下の住宅は無料、
280㎡超の住宅は診断費用の1/3
の負担で利用できる。

‌　
　

葛
塚
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の
狭
あ
い

化
、
老
朽
化
解
消
の
要
望
が
地
域
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
。
豊
栄
南
小
学
校
と
統

合
す
れ
ば
狭
あ
い
化
は
さ
ら
に
進
む
こ

と
に
な
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　

学
校
統
合
に
よ
り
今
後
利
用
児
童

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
学
校
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
を
学
校
施
設
内
や

敷
地
内
で
整
備
が
可
能
か
検
討
す
る
。

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
と

　

市
民
病
院
の
入
院
手
続
き

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
医
療
費
助

成
制
度
の
本
市
の
対
象
は
、
世
帯
全
員

の
所
得
が
所
得
税
の
課
税
額
に
満
た
な

い
世
帯
に
限
ら
れ
る
。
全
て
の
妊
産
婦

が
安
心
し
て
産
み
育
て
る
よ
う
所
得
制

限
を
撤
廃
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
制
度
の
拡
充
は
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
整
備
に
寄
与
す

る
と
考
え
る
の
で
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

市
民
病
院
で
は
、
短
期
間
に
入
退

院
を
繰
り
返
す
場
合
で
も
そ
の
都
度
入

院
申
込
書
に
連
帯
保
証
人
な
ど
の
記
載

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
治
療
者
の
心
身

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
改
善
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
る
。
入
院
申
込
書
の
有
効

期
間
を
延
長
す
る
な
ど
負
担
軽
減
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

治
療
過
程
に
お
い
て
短
期
間
で
の

入
退
院
を
繰
り
返
す
方
へ
の
運
用
を
早

急
に
一
部
変
更
し
、
一
定
条
件
の
下
で

は
連
帯
保
証
人
欄
の
記
載
を
省
略
で
き

る
よ
う
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。（
病

院
事
業
管
理
者
）

積
雪
度
級
地
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
と

　

新
た
な
事
業
用
地
の
必
要
性

田
村　

要
介（

翔
政
会
）

‌　
　

国
に
よ
る
10
年
振
り
の
積
雪
度
級

地
の
改
正
が
行
わ
れ
、
本
市
は
一
級
地

か
ら
二
級
地
へ
と
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
が
か

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
本
市
除
排

雪
経
費
に
対
す
る
普
通
交
付
税
が
約
10

億
円
増
額
さ
れ
、
大
幅
に
不
足
し
て
い

た
除
排
雪
の
固
定
費
が
全
額
賄
え
る
見

込
み
と
な
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
と
成
果

に
つ
い
て
本
市
の
所
見
を
伺
う
。

●積雪度級地
　普通交付税額の算定には、
自然的・社会的条件による地
域差を調整するため補正係数
が使われる。除排雪経費の算
定を行う際の寒冷地補正（積
雪度）は、気象庁による積雪
データなどを基に、市町村ご
との級地（無級地から４級地
まで）に区分されている。

　
　

こ
れ
ま
で
国
に
対
し
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
本
市
の
実
情
を
説
明
し
、

国
庫
補
助
金
な
ど
の
拡
充
を
要
望
し
て

き
た
。
議
会
の
後
押
し
も
あ
り
、
安
定

的
な
財
源
を
一
定
程
度
、
確
保
で
き
た
。

‌　
　

８
地
区
の
工
業
用
地
は
既
に
７
割

が
埋
ま
る
状
況
で
あ
る
。
現
状
を
十
分

に
検
証
し
、
早
め
に
、
多
様
な
開
発
を

目
的
と
し
た
事
業
用
地
を
つ
く
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

新
た
な
企
業
立
地
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
を
進
め
て
お
り
、
市
内
外
に
お
け
る

立
地
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
過
不
足

の
な
い
工
業
用
地
の
確
保
を
図
る
。

新
事
業
展
開
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

　

学
校
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

新
事
業
展
開
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
使
っ
た
単
年
度

事
業
だ
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
と
も
必
要
で

あ
り
、
継
続
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど
の
中
、

事
業
者
の
新
事
業
展
開
へ
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
施
策
は
重
要
で
、
引
き

続
き
有
効
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

市
経
済
を
け
ん
引
す
る
成
長
エ
ン
ジ
ン
と

　

豪
雨
災
害
へ
の
対
応

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

若
者
の
新
潟
離
れ
は
、
魅
力
的
な

産
業
や
雇
用
条
件
の
良
い
企
業
が
少
な

い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
低
収
益

性
で
賃
金
が
低
い
中
小
企
業
の
構
造
改

革
が
急
務
で
あ
り
、
国
や
県
と
協
力
し

支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
事
業
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
き
め
細
か
な

支
援
が
重
要
と
な
る
。
関
係
団
体
と
協

議
し
有
効
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

‌　
　

頻
発
が
予
想
さ
れ
る
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
後
片
付
け
や
生
活

再
建
に
取
り
組
む
被
災
者
が
身
近
な
区

役
所
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
相
談
や

各
種
手
続
き
を
で
き
る
よ
う
、
縦
割
り

行
政
で
は
な
く
弱
者
に
優
し
い
行
政
を

目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

下
水
道
施
設
未
整
備
の
地
域
で
抜

本
的
対
策
の
事
業
化
を
加
速
す
る
。
ま

た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
も
含

め
、
被
災
者
支
援
体
制
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。

将
来
を
見
据
え
た
区
の
再
編
と

　

小
学
校
統
合
に
よ
る
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

浜
松
市
は
区
の
再
編
の
決
定
ま
で

15
年
以
上
を
要
し
て
い
る
。
今
す
ぐ
本

市
の
８
区
体
制
を
変
え
る
必
要
は
な
い

が
、
限
ら
れ
た
人
員
・
財
源
の
中
、
現

行
の
体
制
で
分
権
型
政
令
市
を
推
進
で

き
る
の
か
、
将
来
を
見
据
え
区
の
在
り

方
の
議
論
を
開
始
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

当
面
は
現
行
の
８
区
体
制
を
維
持

し
、デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

‌　
　

豊
栄
南
小
学
校
の
よ
う
な
小
規
模

校
が
規
模
の
大
き
い
学
校
と
統
合
す
る

場
合
、
児
童
に
対
し
て
丁
寧
な
配
慮
が

必
要
で
あ
り
、
老
朽
化
し
た
ひ
ま
わ
り

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
不
安
を

感
じ
な
い
よ
う
学
校
施
設
内
も
し
く
は

敷
地
内
に
新
設
す
べ
き
で
は
。

　
　

国
の
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
学
校
の
余
裕
教
室
の

活
用
や
学
校
施
設
の
一
時
的
な
利
用
促

進
が
示
さ
れ
て
お
り
、
児
童
の
安
全
面

か
ら
も
学
校
施
設
内
や
敷
地
内
で
の
整

備
を
第
一
に
進
め
て
い
く
。

本
市
の
公
共
交
通
の
在
り
方
と

　

集
中
豪
雨
の
局
所
対
策

小
山　

進
（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

駅
直
下
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用

を
見
据
え
、
バ
ス
事
業
者
と
の
連
携
会

議
な
ど
で
の
議
論
は
今
後
の
雇
用
者
増

を
意
識
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
こ
の
供
用
に
併
せ
て
公
共
交
通

の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
声
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
が
今
後
の
在
り
方
を
伺
う
。

　
　

交
通
事
業
者
と
連
携
の
下
、
地
域

の
意
見
・
要
望
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

バ
ス
交
通
の
維
持
・
確
保
と
と
も
に
、

駅
の
南
北
が
つ
な
が
る
効
果
を
実
感
で

き
る
よ
う
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

‌　
　

豪
雨
被
害
は
、
現
在
進
め
て
い
る

浸
水
対
策
施
設
の
整
備
が
完
了
す
れ
ば

改
善
が
見
込
め
る
箇
所
が
あ
る
一
方
で
、

整
備
済
み
地
域
で
も
道
路
冠
水
な
ど
の

被
害
が
生
じ
て
い
る
。
通
学
路
の
箇
所

も
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
完
了
地
域
で
も

局
所
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

地
域
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
地

形
的
な
状
況
や
現
況
の
排
水
施
設
能
力

を
検
証
し
た
上
で
効
果
的
な
浸
水
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

▼‌‌
一
般
質
問
者
は
22
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼‌
‌

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和４年（2022年）11月６日

新潟市議会FB 検索●新潟市議会Facebookでは、議会日程などの市議会の情報を発信しています。


